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五
五

銀
行
法
施
行
令
第
十
七
条
の

二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

の
規
定
を
適
用
し
な
い
金
融

庁
長
官
の
権
限
等
を
定
め
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
〇

二

五
六
五
七

保
険
業
法
第
二
百
七
十
一
条

の
三
十
三
第
一
項
第
二
号
の

規
定
に
よ
る
同
法
第
二
百
七

十
一
条
の
十
第
一
項
の
認
可

の
失
効
に
関
す
る
件

一
七

一

五
八

保
険
業
法
第
二
百
七
十
三
条

第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ

る
同
法
第
百
八
十
五
条
第
一

項
の
免
許
の
失
効
に
関
す
る

件

二
四

一

五
九

保
険
業
法
第
二
百
九
条
第
二

号
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関

す
る
件

二
四

一

六
〇

〃

二
五

一

六
一

最
終
指
定
親
会
社
及
び
そ
の

子
法
人
等
の
保
有
す
る
資
産

等
に
照
ら
し
当
該
最
終
指
定

親
会
社
及
び
そ
の
子
法
人
等

の
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況

が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
た
め
の
基
準
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
七
110

二

六
二

金
融
庁
長
官
が
定
め
る
場
合

に
お
い
て
、
最
終
指
定
親
会

社
が
経
営
の
健
全
性
の
状
況

を
記
載
し
た
書
面
に
記
載
す

べ
き
事
項
を
定
め
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
七
110

八

六
三

銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
銀
行
が
そ
の

保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し

自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が

適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
た
め
の
基
準
等
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
七
110

九

六
四

銀
行
法
施
行
規
則
第
十
九
条

の
二
第
一
項
第
五
号
ニ
等
の

規
定
に
基
づ
き
、
自
己
資
本

の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い
て

金
融
庁
長
官
が
別
に
定
め
る

事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
七
110

三
二

六
五

中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金

融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の

臨
時
措
置
に
関
す
る
内
閣
府

令
第
七
条
第
三
項
及
び
第
十

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き

金
融
庁
長
官
の
指
定
す
る
金

融
機
関
を
定
め
る
件

三
一

三

六
六

労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫
連

合
会
に
係
る
中
小
企
業
者
等

に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を

図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関

す
る
命
令
第
七
条
第
三
項
及

び
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
金
融
庁
長
官
の
指
定

す
る
金
庫
を
定
め
る
件

三
一

三

六
七

農
水
産
業
協
同
組
合
に
係
る

中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金

融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の

臨
時
措
置
に
関
す
る
命
令
第

七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
金
融
庁
長
官
の
指
定
す
る

件

三
一

三

〇
金
融
庁
、
厚
生
労
働
省

一

労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀

行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
及
び

労
働
金
庫
連
合
会
が
そ
の
保

有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自

己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適

当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
た
め
の
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
七
110

三
八

二

労
働
金
庫
法
施
行
規
則
第
百

十
四
条
第
一
項
第
五
号
ニ
等

の
規
定
に
基
づ
き
、
自
己
資

本
の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い

て
金
融
庁
長
官
及
び
厚
生
労

働
大
臣
が
別
に
定
め
る
事
項

の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
七
110

四
〇

〇
金
融
庁
、
農
林
水
産
省

一

農
林
中
央
金
庫
法
第
九
十
五

条
の
六
第
一
項
の
指
定
を
受

け
て
紛
争
解
決
等
業
務
を
行

う
者
の
名
称
の
変
更
に
関
す

る
件

九

二

二

農
業
協
同
組
合
等
が
そ
の
経

営
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た

め
の
基
準
等
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
七
110

四
一

三

農
業
協
同
組
合
等
の
自
己
資

本
の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い

て
の
開
示
事
項
等
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
七
110

五
二

四

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る

た
め
の
漁
業
協
同
組
合
等
が

そ
の
経
営
の
健
全
性
を
判
断

す
る
た
め
の
基
準
の
特
例

三
一

三

〇
消
費
者
庁

五

適
格
消
費
者
団
体
を
公
示
す

る
件

一
二

一
〇

〇
総

務

省

一
六
八

平
成
二
十
三
年
度
地
方
債
計

画
を
公
表
す
る
件
の
全
部
を

改
正
す
る
件

二
特36

五
九

一
六
九

政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け

る
べ
き
政
党
の
名
称
及
び
平

成
二
十
三
年
分
と
し
て
各
政

党
に
対
し
て
交
付
す
べ
き
政

党
交
付
金
の
額
を
公
表
す
る

件

六

二

一
七
〇

市
町
の
廃
置
分
合
の
件

六

二

一
七
一

無
線
機
器
型
式
検
定
に
合
格

し
た
機
器
の
件

九

二

一
七
二

放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
の

一
部
を
変
更
す
る
件

九
94

一

一
七
三

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評

価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の

相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る

法
律
第
三
十
条
の
規
定
に
基

づ
き
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る

処
分
に
つ
い
て
告
示
す
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
〇

二

一
七
四

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評

価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の

相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
十
四
条
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
端
末
機
器
の
技
術

基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る

規
則
様
式
第
七
号
の
規
定
に

基
づ
き
端
末
機
器
に
付
す
る

文
字
等
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
〇

二

一
七
五

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評

価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の

相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
十
五
条
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
特
定
無
線
設
備
の

技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関

す
る
規
則
様
式
第
七
号
の
規

定
に
基
づ
き
登
録
外
国
適
合

性
評
価
機
関
の
区
別
及
び
そ

の
他
の
文
字
等
を
定
め
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
〇

二

一
七
六

予
算
科
目
に
係
る
補
助
金
の

う
ち
補
助
事
業
者
が
市
町
村

で
あ
る
も
の
の
交
付
に
関
す

る
事
務
を
都
道
府
県
の
知
事

が
行
う
こ
と
と
し
た
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

一
一

三

œ
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